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将来の気候変動を見越した、炭素吸収量の高い種苗配置と炭素吸収量への効果を推定しました

炭炭素素吸吸収収量量増増加加をを目目指指ししたた森森づづくくりり

カラマツ類及びトドマツの種苗配置適正化と優良品種導入による炭素吸収量増加効果の評価
（2022～2024年度）

課題名(研究期間)

■カラマツ類及びトドマツ人工林の既存の種苗について、成長量が最大となる適正配置を気候シナリオ
毎に示しました。

■トドマツについて、炭素吸収量が試験地の平均より2.5倍高い優良個体を7本選抜しました。
■炭素吸収量の高い種苗への植え替えを積極的に行うと、現行種苗を継続するより最大4.8倍炭素吸収

量が高くなることが分かりました。

成果の概要

■現在流通している種苗の適正配置は林業用種苗需給連絡協議会等で共有し、トドマツ産地別種苗の植
栽地域の見直し及びクリーンラーチの特定植栽促進区域の設定に活用されます。

成果の活用

■石塚航ら(2024) 産地別トドマツ苗木の植栽適地を考える－適地適木の転換へ向けて－.  北方森林研
究.72

■滝谷美香ら(2025) カラマツ類人工林地位指数の環境要因による影響と将来気候下での予測.  北方森
林研究.73

■津田高明ら(2025) カラマツ人工林のクリーンラーチへの植え替えを考慮したシナリオに基づく炭
素蓄積量の長期予測.  北方森林研究.73 ほか論文3本、普及誌４本

成果の公表

林業試験場 森林経営部経営グループ・保護種苗部育種育苗グループ研 究 担 当

森林総合研究所北海道支所、森林総合研究所林木育種センター北海道育種場、東京大学連 携 機 関

早期の遺伝的変異の探索と活用について第20回若手農林水産研究者表彰を受賞しました。特 記 事 項

備 考

Forestry Research Institute道総研森林研究本部研究成果選集 2020～2024

 21世紀末の気候での、クリーンラーチとカラマツの
成長量を比較し、1km2単位で見える化しました。
よりクリーンラーチの方が高い場所は赤色が濃く、
カラマツの方が高い場所は青色が濃くなります。白
は両者に差がない場所です。

RCP2.6(21世紀末の気
温が20世紀末より+2℃)

 トドマツ及びカラマツ類について、炭素吸収量の高い
種苗への植え替えや、将来の成長量の変化などを組み
込み、二酸化炭素吸収量を予測しました。

種苗配置適正化
優良品種導入
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※数値は改良効果(選抜個体平均/林分平均)を示す。

 トドマツを対象に、炭素吸収量の高い優良個体
を7本選抜しました。

※ クリーンラーチはカラマツとグイマツの雑種F1のうち、
特に初期成長に優れた家系です。

炭素吸収量増加を目指した森づくり 4

多時期衛星画像による針葉樹人工林内の林相分類技術の開発 5

シラカンバ人工林の樹高成長量予測手法の開発 6

カラマツ類に対応した初期施業モデルの開発 7

市町村で使える人工林の資源予測ツールの開発 8

UAV及びAI技術による森林資源量把握技術 9

ハーベスタ（伐木造材機械）による丸太測定技術の精度検証 10

野ネズミ被害軽減に向けた取り組み 11

カラマツ類のならたけ病が発生しやすい環境の評価 12

北海道で発生したナラ枯れに対する初期防除体制の構築 13

クリーンラーチ挿し木苗の増産技術の開発 14

遺伝情報を活用したカラマツ類の材の強度的性質の評価 15

トドマツのコンテナ苗の育成期間の短縮化技術の開発 16

カラマツ・トドマツ人工林の風倒害リスク管理技術の構築 17

北海道胆振東部地震の被災地における森林再生に向けた取り組み 18

防風林の減風効果維持と生物多様性保全の両立が可能な管理方法 19

保持林業の実証実験　－１２年間の成果－ 20

農山村地域の水道インフラに貢献する森林の水 21

気候変動による渓流生物への影響予測とその対応策 22

土木分野でCLTを利用する技術の開発 23

ガスセンサを用いた腐朽判定の検討 24

森町産人工林材を活用した木造公共建築物 25

塗装による難燃薬剤処理木材の屋外耐候性の向上 26

CLTを橋梁用床版として用いる際の生物劣化対策技術の開発 27

エクステリア用木材塗料の耐候性評価方法の開発の取り組み 28

道産トドマツの建築材の価格競争力を高めるためには 29

道産広葉樹中径材の材質試験（ハルニレ，セン，メジロカバ） 30

北海道内の温室効果ガスの削減をサポートする取り組み 31

野生型エノキタケ新品種「雪黄金（ゆきこがね）」の開発 32

AIを活用したシイタケ等級判別装置の研究開発 33

ヤナギ類樹木を活用したきのこ栽培技術 34

道産樹種の特徴を活かした酒樽開発の取り組み 35

木質バイオマス燃焼灰の発生状況と農業資材への活用に向けて 36

乳牛にも役立つ木質粗飼料 37

中大規模建築のための高性能な道産CLTの生産技術の開発 38

カラマツ心去りコアドライの乾燥技術 39

アカエゾマツの面材利用に関する研究 40

AIを活用して木材の特徴を抽出する 41

トドマツコンテナ苗に適した小型・軽量な植栽システム 42

体育館木製床の割れや不具合を防止するために 43

林林業業試試験験場場 ▶

林林産産試試験験場場 ▶
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